
セクシュアル・ハラスメントの対応手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

※ただし、訴え者救済のために緊急の措置が必要であると判断された場合には、上記によらず、別の対応をとる 

場合もあります。 

❶相談者は、相談員に相談する。 

❷相談員は、相談者の了解を得て、相談内容を防止委員会委員長（以下、「委員長」という）に報告する。 

❸委員長は、相談員から報告を受けた相談内容について防止委員会に諮る。 

❹委員長は、防止委員会の審議結果に基づき、防止委員会の下に調査委員会を設置する。 

❺調査委員会は、事実関係を調査し、２か月以内に調査結果をまとめ、これを委員長に報告する。ただし、２

か月以内に調査が完了しない場合において、やむを得ない事由があるときは相当期間調査期間を延長する。 

❻委員長は、調査委員会から報告された調査結果を防止委員会に諮り、防止委員会は、セクシュアル・ハラス

メントの事実認定、被害の救済及び対応について審議する。 

❼委員長は、防止委員会の審議結果を学長に報告する。 

❽学長は、委員長からの報告に基づき、必要に応じセクシュアル・ハラスメントからの救済又は環境の改善

措置等について被訴え者及び訴え者の所属する部局の長（事務組織の各部等にあっては、総務部長とする。

以下同じ。）に通知する。 

❾被訴え者の所属する部局の長は、すみやかに改善措置を講じ、学長に報告するとともに、委員長及び訴え

者の所属する部局の長に対し措置内容を通知する。 

 また、訴え者の所属する部局の長は、必要な措置を講じ、学長に報告するとともに、委員長に対し措置内容

を通知する。 

➓防止委員会委員長は、措置内容を訴え者及び被訴え者に説明する。 



ハラスメント（セクシュアル･ハラスメントを除く。）の対応手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

❶相談者は、相談員に相談する。 

❷相談員は、相談者の了解を得て、人権委員会委員長（以下、「委員長」という）に報告する。 

❸委員長は、相談員から報告を受けたときは、相談事案検討ワーキンググループ（以下、「WG」という）に諮る。 

❹委員長は、相談内容に関連する部局長等に、苦情相談内容に係る事実の確認及び問題の解決のために必要な措置を要請す

る。 

※ただし、苦情相談が部局長等の言動に関するものである場合その他 WG が必要と認める場合は、人権委員会において

対応を検討することになります。 

❺部局長等は、苦情相談に係る事実の確認及び問題の解決に努め、原則として２か月以内にその結果を委員長へ報告する。

ただし、やむを得ない事由があるときは、相当期間その期間を延長する。 

❻委員長は、部局長等から報告された結果を WG に諮り、問題の措置結果について審議する。 

 審議の結果、 

 ●問題が解決されたと認められた場合 

❼委員長は、審議結果を学長に報告し、審議結果に基づき、学長及び関連部局長等と改善策を協議する。 

❽委員長は、その結果を訴え者及び被訴え者に説明する。 

 ●問題が解決されたと認められない場合 

❾委員長は、苦情相談内容の事実調査を行うため、調査委員会を設置する。 

❿調査委員会は、事実関係を調査し、２か月以内に調査結果をまとめ、委員長に報告するものとする。ただし、やむを得

ない事由があるときは、調査期間を延長する。 

⓫委員長は、調査委員会から報告を受けたときは、人権委員会に諮り、改善策等について審議する。 

⓬委員長は、審議結果を学長に報告し、審議結果に基づき、学長及び関連部局長等と改善策を協議する。 

⓭委員長は、その結果を訴え者及び被訴え者に説明する。 



 

 
 
 
❶相談者は、相談員に相談する。 

❷相談員は、相談者の了解を得て、苦情相談の内容に関連する部局長等に報告する。 

❸部局長等は、相談員から報告を受けたときは、人権委員会委員長（以下、「委員長」という）にその旨を速やかに報告する。 

❹部局長等は、苦情相談に係る事実の確認及び問題の解決に努め、原則として 2 か月以内にその結果を委員長へ報告する。

ただし、やむを得ない事由があるときは、相当期間その期間を延長する。 

❺委員長は、部局長等から報告された結果を WG に諮り、問題の措置結果について審議する。 

 審議の結果、 

 ●問題が解決されたと認められた場合 

❻委員長は、審議結果を学長に報告し、審議結果に基づき、学長及び関連部局長等と改善策を協議する。 

❼委員長は、その結果を訴え者及び被訴え者に説明する 

 ●問題が解決されたと認められない場合 

❽委員長は、苦情相談内容の事実調査を行うため、調査委員会を設置する。 

❾調査委員会は、事実関係を調査し、２か月以内に調査結果をまとめ、委員長に報告するものとする。ただし、やむを得な

い事由があるときは、調査期間を延長する。 

❿委員長は、調査委員会から報告を受けたときは、人権委員会に諮り、改善策等について審議する。 

⓫委員長は、審議結果を学長に報告し、審議結果に基づき、学長及び関連部局長等と改善策を協議する。 

⓬委員長はその結果を訴え者及び被訴え者に説明する 


